
１
２
月
５
日
（
日
）
東
京
ト
ラ
ッ
ク

健
保
会
館
に
て
、
建
交
労
東
京
都
本
部

２
３
春
闘
討
論
集
会
を
開
催
し
３
７
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
石
塚
副
委
員
長
に

よ
る
開
会
あ
い
さ
つ
と
座
長
就
任
を
経

て
、
松
田
委
員
長
よ
り
主
催
者
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
東
京
憲
法
会
議

田
中
章
史
事
務
局
長
を
講
師
に
招
き

「
歴
史
の
結
節
点
に
立
っ
て
、
憲
法
や

労
働
組
合
の
原
点
か
ら
考
え
る
」
と
題

し
た
記
念
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
講
演

の
中
で
田
中
氏
は
、
政
府
が
１
０
月
３

１
日
に
公
表
し
た
『
防
衛
力
強
化
を
議

論
す
る
有
識
者
会
議
第
２
回
会
合
の
議

事
録
』
に
つ
い
て
触
れ
「
会
議
を
構
成

す
る
有
識
者
か
ら
は
、
抑
止
力
維
持
・

増
強
の
た
め
の
反
撃
能
力(

敵
基
地
攻

撃
能
力)

は
不
可
欠
と
の
見
解
が
示
さ

れ
、
５
年
以
内
に
十
分
な
数
の
長
距
離

巡
行
ミ
サ
イ
ル
の
購
入
を
政
府
に
検
討

す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。
ま
た
、
軍
事

費
２
倍
化
に
向
け
た
財
源
確
保
に
あ
た
っ

て
は
、
歳
出
改
革
の
徹
底
と
増
税(

法

人
税
に
は
言
及
せ
ず)

が
必
要
で
あ
り
、

経
済
・
財
政
・
科
学
技
術
・
公
共
イ
ン

フ
ラ
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
の
軍
事

活
用
を
求
め
て
い
る
。
歴
代
政
権
が
違

憲
と
し
て
き
た
敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保

有
を
は
じ
め
、
憲
法
９
条
を
基
本
に
し

て
き
た
戦
後
日
本
の
あ
り
方
を
根
本
か

ら
転
換
す
る
大
変
危
険
な
内
容
で
あ
る
。
」

と
訴
え
ま
し
た
。
ま
た
、
衆
議
院
憲
法

審
査
会
で
は
、
維
新
の
会
と
国
民
民
主

党
が
与
党
協
議
会
に
参
加
し
、
改
憲
あ

り
き
の
論
議
が
行
わ
れ
、
緊
急
事
態
条

項
（
大
規
模
自
然
災
害
、
テ
ロ
・
内
乱
、

感
染
症
ま
ん
延
、
国
家
有
事
安
全
保
障
）

と
議
員
の
任
期
延
長
の
審
議
を
す
す
め
、

多
数
で
の
取
り
ま
と
め
を
狙
っ
て
い
る

こ
と
な
ど
が
語
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
情
勢
の
中
、
憲
法
署
名
を
持
っ
て

国
民
と
対
話
し
、
世
論
を
変
え
て
平
和

と
暮
ら
し
を
守
る
大
運
動
を
展
開
す
る

必
要
性
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、

都
本
部
２
３
春
闘
方
針
第
一
次
案
を
提

起
し
ま
し
た
。
重
点
課
題
と
し
て
２
点

に
触
れ
、
１
点
目
は
、
２
１
～
２
２
春

闘
に
引
き
続
き
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
の
社
会
的
役
割
に
相
応
し
い
賃
金

と
待
遇
を
求
め
る
運
動
を
継
続
し
て
い

く
こ
と
。
２
点
目
は
、
２
０
２
３
年
４

月
よ
り
中
小
企
業
へ
の
猶
予
期
間
が
終

了
し
、
６
０
時
間
超
の
時
間
外
労
働
の

割
増
賃
金
が
２
５
％
引
き
上
げ
と
な
る

が
、
止
む
無
く
６
０
時
間
以
上
の
労
働

が
発
生
し
た
場
合
に
、
法
改
正
通
り
の

賃
金
支
払
い
を
企
業
に
求
め
、
職
場
で

の
不
当
な
労
務
対
策
を
許
さ
ず
未
組
織

労
働
者
に
向
け
て
、
猶
予
期
間
終
了
を

広
く
宣
伝
し
、
不
払
い
賃
金
の
請
求
を

呼
び
か
け
る
た
た
か
い
を
展
開
す
る
こ

と
を
強
調
し
ま
し
た
。
全
体
討
論
で
５

つ
の
組
織
よ
り
発
言
が
あ
っ
た
後
、
第

７
期
建
交
労
東
京
学
校
を
修
了
し
た
神

田
支
部
３
名
、
南
部
支
部
中
西
部
民
間

分
会
１
名
の
仲
間
へ
の
表
彰
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
討
論
の
ま
と
め
を
行
い
、

清
水
副
委
員
長
の
閉
会
挨
拶
、
松
田
委

委
員
長
の
団
結
が
ん
ば
ろ
う
で
、
終
了

し
ま
し
た
。

【
書
記
長

遠
藤

晃
】

建
交
労
東
京
東
部
支
部
は
、

１
１
月
２
７
日
（
日
）
第
２

３
回
定
期
大
会
を
江
東
区
砂

町
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
、

畠
中
書
記
長
が
今
年
１
年
の

活
動
報
告
と
来
期
の
運
動
方

針
提
案
を
行
い
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
で
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン

等
が
行
な
え
な
か
っ
た
も
の

の
、
ト
ラ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
沿

道
激
励
や
、
組
織
拡
大
検
討

委
員
会
に
積
極
的
に
結
集
し

た
事
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
新
た
な
１
年
は
、

宣
伝
行
動
や
労
働
相
談
、
受

け
皿
組
織
と
し
て
の
一
人
職

場
交
流
会
を
さ
ら
に
充
実
さ

せ
る
な
ど
、
組
織
建
設
に
力
を
入
れ
る

方
針
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
決
算
・
予

算
、
役
員
案
が
採
択
さ
れ
、
最
後
に
東

部
支
に
部
所
属
す
る
組
合
員
と
地
域
の

労
働
者
の
労
働
条
件
向
上
を
目
指
し
団

結
頑
張
ろ
う
で
、
締
め
く
く
り
ま
し
た
。
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建
交
労
東
京
都
本
部
２
３
春
闘
討
論
集
会
開
催

１１．２７東部支部第２３回定期大会開催



日
頃
の
支
援
に

感
謝
し
ま
す
。
連

合
労
組
は
要
求
を

提
出
せ
ず
、
春
闘
を
行
わ
な
い
。
私

達
は
ス
ト
を
構
え
要
求
を
提
出
。
バ

ス
運
転
手
の
不
足
も
あ
っ
て
、
子
会

社
で
の
ベ
ア
、
家
族
手
当
、
退
職
金

改
定
、
１
５
日
の
休
日
、
一
時
金
の

２
割
カ
ッ
ト
分
の
支
払
い
等
勝
ち
取
っ

た
。
争
議
の
早
期
解
決
を
目
指
し
現

在
会
社
と
和
解
協
議
中
。
会
社
も
解

決
し
た
い
意
向
だ
が
連
合
と
同
じ
よ

う
な
組
合
に
な
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
。
西
東
京
バ
ス
の
賃
金
差
別
に
つ

い
て
も
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

毎
月
１
回
幹
事

会
を
開
催
。
首
都

圏
労
使
セ
ミ
ナ
ー
、

首
都
圏
ト
ラ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
、
関
東

ト
ラ
ッ
ク
協
議
会
１
８
回
総
会
、
関

東
運
輸
局
交
渉
、
首
都
圏
ト
ラ
ッ
ク

の
日
宣
伝
行
動
、
全
国
ト
ラ
ッ
ク
部

会
宣
伝
行
動
な
ど
開
催
。
東
京
ト
ラ
ッ

ク
最
賃
対
策
会
議
を
９
単
産
で
共
闘
。

京
王
新
労
組
の
闘
い
を
引
き
続
き
支

援
。
ト
ラ
ッ
ク
政
策
を
柱
に
全
産
業

水
準
の
賃
金
・
労
働
条
件
の
獲
得
、

改
善
、
要
求
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
で

組
織
化
に
取
り
組
む
。
１
月
に
第
２

４
回
部
会
総
会
を
開
催
予
定
で
す
。

グ
ル
ー
プ
含
め

９
６
職
場
に
対
し

１
月
中
旬
～
２
月

に
か
け
て
全
国
オ
ル
グ
行
う
予
定
。

建
交
労
や
業
界
の
様
子
を
発
信
し
身

近
な
問
題
と
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回

答
し
て
も
ら
う
よ
う
工
夫
。
賃
金
制

度
を
自
ら
作
成
・
提
案
し
能
動
的
提

案
型
要
求
へ
。
組
織
推
進
委
員
会
で

５
０
名
の
拡
大
目
標
を
設
定
。
今
年
、

常
任
執
行
委
員
を
増
員
し
人
材
を
育

成
。
職
場
単
位
の
分
会
が
最
重
要
と

位
置
付
け
、
組
合
員
が
積
極
的
に
参

加
出
来
る
分
会
を
目
指
し
分
会
運
営

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
引
き
続
き
運
用
す
る
。

職
場
は
ミ
キ
サ
ー

車
の
運
転
手
を
は

じ
め
従
業
員
４
５

名
、
３
労
組
が
存
在
。
自
分
達
建
交

労
は
必
ず
労
使
で
合
意
書
を
交
わ
し

経
緯
が
わ
か
る
体
制
を
継
続
。
６
０

歳
定
年
後
の
労
働
条
件
維
持
な
ど
交

渉
中
。
一
時
金
交
渉
妥
結
後
、
嘱
託

社
員
と
正
社
員
の
均
等
に
向
け
た
事

務
折
衝
を
会
社
が
約
束
。
こ
こ
数
年

春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト
は
分
会
員
だ
け
で

な
く
職
場
の
２
／
３
が
回
答
。
結
果

と
お
礼
を
組
合
掲
示
板
に
掲
載
し
て

い
る
。
２
３
春
闘
は
少
人
数
組
合
で

困
難
な
が
ら
も
粘
り
強
く
取
り
組
む
。

高
齢
者
事
業
団

の
賃
金
等
の
状
況

に
つ
い
て
。
新
宿

区
は
公
契
約
条
例
に
基
づ
く
労
務
費

の
下
限
額
が
１
１
５
０
円
か
ら
１
２

０
２
円
に
上
が
る
。
事
業
団
と
し
て

６
０
０
万
の
黒
字
を
見
込
ん
で
い
た

が
、
１
１
０
０
万
円
の
支
出
増
と
な

る
だ
ろ
う
。
少
し
で
も
入
札
に
お
け

る
落
札
額
を
上
げ
る
事
が
必
要
だ
が
、

こ
こ
数
年
競
争
が
激
し
く
、
芝
公
園
、

日
比
谷
公
園
で
仕
事
を
失
っ
て
い
る
。

苦
し
い
中
で
は
あ
る
が
、
引
き
続

き
仕
事
確
保
、
賃
金
ア
ッ
プ
を
目
指

し
て
い
く
決
意
で
す
。

国
土
交
通
労
組
、
建

交
労
、
全
建
総
連
加
盟

組
合
な
ど
建
設
の
労
働

組
合
や
研
究
者
等
で
構

成
す
る
建
設
政
策
研
究

所
は
、
約
３
年
ぶ
り
に

福
島
県
い
わ
き
市
の
ス

パ
リ
ゾ
ー
ト
ハ
ワ
イ
ア

ン
ズ
で
第
２
８
回
全
国

建
設
研
究
・
交
流
集
会

を
開
催
し
ま
し
た
「
い

の
ち
と
安
全
を
ま
も
る

地
域
建
設
産
業
の
発
展

に
向
け
て
」
を
テ
ー
マ

に
、
駒
澤
大
学
吉
田
敬

一
名
誉
教
授
に
よ
る

「
中
小
企
業
と
コ
ロ
ナ
危
機
後
の
日

本
経
済
」
と
題
し
た
記
念
講
演
、
全

建
総
連
住
宅
対
策
部
長
高
橋
健
二
さ

ん
が
「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
資
材
価

格
の
高
騰
と
工
務
店
へ
の
影
響
、
運

動
課
題
」
と
題
し
た
特
別
報
告
、
原

発
問
題
住
民
運
動
全
国
連
絡
セ
ン
タ
ー

伊
藤
達
也
代
表
が
「
原
発
事
故
か
ら

１
１
年
福
島
の
今
」
に
つ
い
て
現
地

報
告
を
行
な
い
ま
し
た
。
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
な
ど
４
つ
の
分
科
会
が
行
わ

れ
全
体
で
１
６
３
名
の
参
加
で
し
た
。
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２３春闘討論集会 質疑・討論バ
ス
関
連
支
部
（
京
王
新
労
組
）

佐
々
木

仁

執
行
委
員
長

神
田
支
部

松
崎

守
男

常
任
執
行
委
員

事
業
団
・
高
齢
者
部
会

藤
田

誠

副
部
会
長

東
京
ト
ラ
ッ
ク
部
会

石
塚

淳

部
会
長

三
多
摩
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
分
会

斎
藤

芳
和

分
会
長

■１月 ６日（金）８時～２３春闘新春宣

伝行動／新宿駅東口

■１月１２日（木）１１時～２３春闘闘争

宣言（丸の内仲通りデモ経団連前行動）

■１月１２日（木）１４時～バス関連支部

(京王新労組）都労委都庁第一庁舎３８階

■１月１６日（月）１３時～西東京バス証

人尋問／東京地裁立川４０４

■１月２４日（火）１８時半～２３国民春

闘総決起集会／なかのゼロホール

組合掲示板

東
京
都
本
部
に
結
集
す
る
様
々
な
業

種
の
生
業
や
労
働
実
態
を
、
組
合
員
同

士
が
互
い
に
知
り
、
団
結
を
深
め
る
目

的
で
提
起
さ
れ
た
業
種
別
学
習
交
流
会

の
第
２
回
目
が
、
１
１
月
１
２
日
（
土
）
、

東
京
労
働
会
館
地
下
会
議
室
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
２
０
２
１
年
１
２

月
に
開
催
し
た
上
村
事
務
局
長

に
よ
る
東
京
ト
ラ
ッ
ク
部
会
の

学
習
会
以
来
と
な
り
ま
す
。
第

２
回
は
東
京
建
設
・
関
連
部
会

に
結
集
す
る
建
築
士
の
仲
間
の

社
会
的
役
割
や
労
働
実
態
に
つ

い
て
、
建
築
設
計
支
部
い
し
ず

え
分
会
の
伏
谷
政
幸
建
築
士
、

と
も
企
画
設
計
の
高
田
桂
子
代
表
、
法

政
大
工
学
博
士
金
田
正
夫
建
築
士
が
講

師
を
務
め
行
わ
れ
ま
し
た
。
伏
谷
氏
は
、

設
計
・
施
工
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
至
る

ま
で
建
設
・
関
連
部
会
の
仲
間
の
仕
事

の
流
れ
を
紹
介
し
、
高
田
代
表
は
、
施

主
ひ
と
り
ひ
と
り
が
異
な
る
要
望
を
持

つ
中
、
対
話
を
重
ね
な
が
ら
設
計
す
る

建
築
士
の
役
割
を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

金
田
氏
は
、
環
境
破
壊
を
引
き
起
こ
さ

な
い
真
の
持
続
可
能
な
建
設
業
界
の
在

り
方
に
つ
い
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。
質

問
時
間
で
は
、
参
加
者
か
ら
率
直
な
質

問
が
出
さ
れ
、
有
意
義
な
時
間
と
な
り

ま
し
た
。
次
回
、
第
３
回
の
業
種
別
学

習
会
交
流
会
も
お
楽
し
み
に
！

１２月１１日～１２日第２８回全国建設研究・交流集会

福島県スパリゾートハワイアンズ


